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２．当該技術の概要（1,000字以内） 

現在、我が国では高齢者の増加に伴い、安心して安全に摂取可能な認知機能維持に役立

つ食品の開発が期待されている。発酵乳は、世界各地で古くから健康に良い効果を持つ食品

であると考えられ、生理機能研究が数多く行われてきた。乳酸菌 Lactobacillus 
helveticus を主な構成菌とするスターターを用いて脱脂乳を発酵させて製造した酸乳に関

しては、寿命延長、感染防御・免疫賦活効果、血圧降下作用などの多岐にわたる生理機能が

報告されている。 

我々は、酸乳に着目して認知機能への影響を検証した結果、記憶障害改善作用を見出し

た 。 そ し て 、 活 性 本 体 と し て 牛 乳 β カ ゼ イ ン 由 来 の 19 残 基 ペ プ チ ド

NIPPLTQTPVVVPPFLQPE（ラクトノナデカペプチド、以下 LNDP）を同定した。LNDP摂

取により、脳海馬におけるアセチルコリン分泌量および脳由来神経栄養因子（BDNF）遺伝子

発現量の増加が認められ、これらの物質により、神経細胞間の情報伝達を活性化すると考え

られる。また、食品への応用として、カゼインタンパク質を原料とし、酵素と反応させることで、

LNDP高含有素材の量産化方法を開発した。 

さらに、食品用途への応用を進めるべく、LNDP含有食品の摂取が健常者の認知機能へ与

える効果について、対象・摂取期間・神経心理評価を変えた 4 件のランダム化二重盲検プラセ

ボ対照並行群間比較試験にて検証した。その結果、LNDP（2.1～4.2mg/日、8～24 週間）

を含有する飲食品の継続摂取により、注意力、情報処理能力（計算処理能力）、記憶力など認

知機能の維持が認められた。 

以上の研究成果を基に、消費者庁の機能性表示食品制度への届出を行い、認知機能の一

つである「注意力（事務作業の速度と正確さ）の維持」、「計算作業の効率維持」、「視覚情報作

業の効率（視覚情報を組み合わせて全体を推理する力）を維持」、「記憶力（物のイメージを思

い出す力）を維持する」等が表示された飲料、食品、菓子など計 16件の届出が受理（2021年

9 月末時点）、一部は商品として発売され、お客様の健康維持・増進に貢献できるものと考え

ている。また、近年では、LNDP（2.4mg）含有食品を健常者が単回摂取することで、計算作

業ストレス負荷時における注意力、記憶力、集中力、情報処理などの認知機能の改善も認めら

れており、今後、幅広いシーンでの活用が期待できる。 
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